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李
立
三
コ
ー
ス
と
ロ
シ
ア
留
學
生
涙

石

川
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雄

一二三四

　目

　
　
次

序
　
　
　
菅

李
立
三
コ
ー
ス
の
特
質
と
革
命
壷
展
の
不
均
等
性

ロ
シ
ア
留
學
生
汲
の
立
揚
と
李
立
三
コ
ー
ス

結
　
　
　
書

　
U
九
三
〇
年
七
月
、
彰
徳
懐
の
紅
軍
第
五
軍
に
よ
つ
て
お
こ
な
わ
れ
た
長
沙
占
領
の
失
敗
は
、
そ
れ
ま
で
實
際
に
蕪
の
指
導
構
を
握
つ
て
い
た

李
立
三
に
野
し
て
、
共
産
窯
内
に
有
力
な
反
封
蓮
動
を
展
開
さ
せ
る
直
接
の
契
機
と
な
つ
た
。
周
知
の
よ
う
に
、
こ
の
反
李
立
三
蓮
動
の
中
心
的

勢
力
は
、
コ
ミ
ソ
テ
ル
ソ
代
表
ミ
フ
を
背
景
と
す
る
陳
紹
禺
●
秦
邦
憲
●
張
聞
天
●
王
稼
畜
●
何
子
述
な
ど
の
ロ
シ
ア
留
學
鑑
澱
で
あ
つ
た
が
・

か
れ
ら
は
、
長
沙
ソ
ヴ
ェ
ト
の
失
敗
が
、
そ
の
基
礎
と
な
つ
た
一
九
三
〇
年
六
月
十
一
日
の
窯
中
央
政
治
局
決
議
i
「
あ
ら
た
な
革
命
の
高
潮

と
一
省
ま
た
は
数
省
の
首
先
勝
利
」
ー
に
示
さ
れ
た
李
立
三
の
基
本
的
な
革
命
認
識
と
そ
の
指
導
の
誤
り
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
は
げ

　
　
　
肇
泣
温
物
潅
次
乏
ヤ
Ψ
サ
鞍
単
義
蕨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
（
匠
三
九
）



　
　
　
李
立
三
コ
置
ス
と
冒
シ
ア
留
昌
虫
添
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
　
　
（
五
四
〇
）

し
く
李
立
三
を
攻
撃
し
、
蕪
内
の
封
立
は
こ
こ
に
表
面
化
す
る
に
い
た
つ
た
の
で
あ
る
。
李
立
三
に
封
し
て
批
到
的
立
場
に
あ
つ
た
ミ
フ
を
つ
う

じ
て
こ
の
情
勢
を
理
解
し
て
い
た
コ
ミ
ソ
テ
ル
ソ
は
、
駐
ソ
代
表
麗
秋
白
に
封
し
て
、
三
中
全
會
を
開
い
て
李
立
三
の
革
命
コ
ー
ス
を
批
到
す
べ

き
こ
と
を
命
じ
、
折
柄
情
勢
報
告
の
た
め
モ
ス
コ
！
に
來
て
い
た
周
恩
來
と
と
も
に
か
れ
を
饒
國
さ
せ
た
。
そ
の
結
果
、
三
中
全
會
は
、
九
月
下

旬
、
盧
出
に
開
か
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
會
議
は
、
一
貫
し
て
、
李
立
三
コ
ー
ス
の
一
部
の
誤
謬
を
認
め
な
が
ら
も
、
全
饅
と
し
て
は
そ
れ
を

擁
護
す
る
立
場
を
と
り
、
三
中
全
會
決
議
ー
「
政
治
情
勢
と
窯
の
総
任
務
に
關
す
る
決
議
」
i
に
お
い
て
は
、
中
央
政
治
局
が
「
帝
國
主

義
、
反
革
命
支
配
階
級
の
形
勢
と
可
能
性
に
封
し
、
革
命
勢
力
の
現
状
と
革
命
形
勢
の
壷
展
の
蓮
度
と
に
封
し
、
す
べ
て
過
大
な
評
便
を
な
し
て

い
る
」
こ
と
を
誤
謬
と
し
て
指
摘
し
な
が
ら
、
し
か
も
そ
の
反
面
、
　
「
中
央
政
治
局
の
方
針
は
正
確
で
あ
り
、
コ
ミ
ソ
テ
ル
ソ
の
方
針
に
一
致
し

　
　
（
2
）

て
い
る
」
と
主
張
し
て
、
反
李
立
三
派
の
反
封
論
を
し
り
ぞ
け
て
し
ま
つ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
結
果
は
、
コ
ミ
ソ
テ
ル
ソ
代
表
ミ
フ
の
反
李
立
三
態
度
を
著
し
く
硬
化
さ
せ
た
。
コ
ミ
ソ
テ
ル
ソ
は
　
十
一
月
十
六
日
、
中
國
共
産
煎
に

封
し
て
書
翰
を
逡
り
、
杢
立
三
コ
ー
ス
は
非
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ソ
主
義
に
立
脚
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
誤
謬
は
軍
な
る
偶
然
的
個
別
的
な
も

の
で
は
な
く
、
中
國
革
命
嚢
展
の
特
殊
性
に
封
す
る
無
理
解
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
李
立
三
の
革
命
指
導
を
徹
底
的
に
攻
撃
し
、
そ

の
指
導
的
地
位
か
ら
の
邊
却
を
要
求
し
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
、
黛
内
の
主
導
権
は
、
よ
う
や
く
反
李
立
三
派
の
掌
握
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
十

一
月
二
十
五
日
の
中
央
政
治
局
會
議
に
お
い
て
は
李
立
三
の
辞
職
も
實
現
さ
れ
、
季
立
三
コ
！
ス
清
算
の
蓮
動
は
強
力
に
お
し
す
す
め
ら
れ
て
い

つ
た
の
で
あ
る
が
、
李
立
三
派
の
有
力
窯
員
の
な
か
に
は
、
依
然
と
し
て
調
和
的
態
度
を
と
る
も
の
が
少
く
な
か
つ
た
の
で
、
反
李
立
三
派
は
四

中
全
會
を
開
い
て
徹
底
的
に
李
立
三
コ
ー
ス
を
破
棄
す
べ
き
こ
と
を
中
央
政
治
局
に
要
求
し
た
。
そ
の
結
果
、
四
中
全
會
は
、
翌
一
九
三
一
年
一

月
八
日
上
海
に
開
會
さ
れ
、
李
立
三
コ
ー
ス
の
完
全
な
克
服
を
強
調
す
る
決
議
を
採
揮
し
た
の
で
あ
る
。

　
か
く
て
、
李
立
三
派
の
勢
力
は
黙
中
央
か
ら
退
却
し
、
こ
れ
に
か
わ
つ
て
陳
紹
禺
・
秦
邦
憲
・
沈
澤
民
等
冒
シ
ア
留
學
生
派
の
進
出
を
み
る
こ

と
に
な
つ
た
の
で
あ
る
が
、
か
れ
ら
は
、
一
九
三
一
年
二
月
、
こ
の
こ
ろ
よ
う
や
く
ロ
シ
ア
留
學
生
派
に
封
立
す
る
よ
う
に
な
つ
た
羅
章
龍
・
何



孟
雄
等
勢
働
蓮
動
幹
部
を
中
心
と
す
る
い
わ
ゆ
る
調
和
派
七
名
の
除
名
を
断
行
し
、
さ
ら
に
六
月
、
窯
維
書
記
向
忠
畿
が
逮
捕
銃
殺
さ
れ
る
に
及

ん
で
、
総
書
記
陳
紹
禺
・
組
織
部
長
張
聞
天
・
軍
事
部
長
周
恩
廉
・
宣
傳
部
長
沈
澤
民
・
婦
人
部
長
孟
慶
樹
（
陳
紹
萬
夫
人
）
・
政
治
局
書
記
秦
邦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

憲
等
の
新
中
央
を
形
成
し
、
完
全
に
窯
の
指
導
槽
を
掌
握
し
た
の
で
あ
る
。
新
中
央
は
、
そ
の
後
も
ひ
き
つ
づ
き
上
海
に
あ
つ
て
活
動
を
鐙
績
し

た
が
、
國
民
窯
の
は
げ
し
い
弾
璽
を
う
け
た
た
め
都
市
に
お
い
て
革
命
蓮
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
や
む
な
く
一
九
三
三
年
江
西
ソ
ヴ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

エ
ト
匠
に
ひ
き
揚
げ
る
に
い
た
つ
た
。
か
く
て
か
れ
ら
は
、
ソ
ヴ
ェ
ト
匠
に
お
い
て
も
、
「
同
志
毛
澤
東
の
指
導
、
と
く
に
同
志
毛
澤
東
の
赤
軍
に

　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

封
す
る
指
導
を
排
除
し
」
、
ソ
ヴ
ェ
ト
浬
動
の
稜
展
に
重
大
な
影
響
を
あ
た
え
た
の
で
あ
る
。
窯
纏
書
記
と
し
て
の
陳
紹
高
の
地
位
は
、
山
九
三
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
》

年
（
一
論
に
は
一
九
一
三
年
秋
）
秦
邦
憲
に
、
さ
ら
に
一
九
三
四
年
一
月
張
聞
天
に
と
つ
て
か
わ
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、

一
九
三
五
年
一
月
．
毛
澤
東
が
い
わ
ゆ
る
趣
義
會
議
に
お
い
て
そ
の
指
導
権
を
確
立
す
る
ま
で
、
窯
権
は
正
式
に
は
ロ
シ
ア
留
學
生
汲
の
手
に
握

ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
が
李
立
三
2
ー
ス
の
失
敗
か
ら
ロ
シ
ア
留
學
生
派
の
時
代
に
い
た
る
ま
で
の
経
過
の
概
要
で
あ
る
が
、
こ
の
時
期
は
、
中
國
共
産
窯
史
に

お
い
て
、
そ
れ
ま
で
革
命
蓮
動
の
重
黙
を
都
市
勢
働
蓮
動
に
お
い
て
い
た
い
わ
ゆ
る
蕪
主
流
派
が
、
中
國
革
命
の
嚢
展
の
現
實
の
ま
え
に
次
第
に

そ
の
勢
力
を
失
い
、
農
村
工
作
重
賠
主
義
に
た
つ
毛
澤
東
的
革
命
コ
ー
ス
が
、
ソ
ヴ
ェ
ト
蓮
動
の
成
功
に
と
も
な
つ
て
、
そ
の
傍
流
的
存
在
か
ら

主
流
的
地
位
へ
嚢
展
し
て
い
く
、
い
わ
ば
輻
換
期
と
も
い
ヶ
ベ
き
時
期
で
あ
つ
た
。
し
た
ボ
つ
て
、
ロ
シ
ア
留
學
生
派
は
、
毛
澤
東
派
に
封
す
る

窯
主
流
派
の
最
後
の
時
期
に
屡
す
る
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
つ
て
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
中
國
共
産
窯
の
活
動
は
、
こ
の
二
つ
の
革

命
コ
ー
ス
の
交
錯
の
う
え
に
な
り
た
つ
て
い
た
と
も
い
い
う
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
一
九
三
三
年
ロ
シ
ア
留
學
生
派
の
支

配
す
る
窯
中
央
が
江
西
ソ
ヴ
ェ
ト
麗
に
ひ
き
揚
げ
て
か
ら
、
か
れ
ら
は
毛
澤
東
の
指
導
す
る
ソ
ヴ
ェ
ト
蓮
動
そ
の
も
の
に
も
強
い
影
響
を
あ
た
え

た
の
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
ロ
シ
ア
留
學
生
派
の
革
命
コ
ー
ス
の
基
本
的
立
場
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
営
時
に
お
け
る
中
國
共
産
窯
の
革

命
蓮
動
の
性
格
を
理
解
す
る
う
え
に
、
重
要
な
意
義
を
も
つ
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
李
立
三
コ
ー
ス
と
冒
シ
ア
留
學
生
汲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
　
　
（
匠
四
G



　
　
　
李
立
三
コ
塵
ス
と
ロ
シ
ア
留
學
生
涙
〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
　
　
　
（
厳
四
二
）

　
し
か
る
に
こ
れ
ま
で
の
中
國
共
産
窯
史
の
研
究
に
お
い
て
は
、
多
く
の
場
合
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
ロ
シ
ア
留
學
生
派
が
李
立
三
コ
ー
ス
を

否
定
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
窯
内
の
指
導
穫
を
掌
握
し
た
こ
と
を
簡
軍
に
指
摘
す
る
だ
け
で
、
β
シ
ア
留
學
生
派
の
革
命
3
『
ス
の
塞
本
的
性
格

及
び
そ
れ
と
李
立
三
コ
ー
ス
と
の
關
係
に
つ
い
て
の
理
論
的
研
究
ぱ
、
ほ
と
ん
ど
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
か
つ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
こ
の

こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
、
從
來
の
窯
史
研
究
で
、
救
上
の
間
題
に
言
及
し
た
も
の
が
全
く
な
か
つ
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の

わ
ず
か
な
研
究
の
な
か
で
、
と
く
に
注
目
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
た
と
え
ば
ベ
ソ
ジ
ャ
ミ
ン
・
シ
ュ
ワ
ー
ッ
氏
が
、
「
わ
た
く
し
は
、
一

般
に
、
こ
の
派
（
・
シ
ア
留
學
生
派
の
こ
と
…
筆
者
）
の
反
封
が
イ
デ
オ
鐸
ギ
ー
的
な
面
に
根
ざ
し
て
い
た
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
方
が
安
全
で
あ

　
　
　
（
7
》

る
と
思
う
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
李
立
三
派
と
ロ
シ
ア
留
學
生
派
と
の
封
立
を
、
革
命
理
論
に
お
け
る
封
立
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
、
一
種

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

の
権
力
闘
孚
と
み
る
見
方
が
存
在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
見
解
は
、
繭
派
の
封
立
の
基
本
的
原
因
を
構
力
獲
得
へ
の
要
求
に
も
と

め
、
原
則
的
に
は
、
そ
の
革
命
理
論
に
つ
い
て
爾
派
の
間
に
本
質
的
な
相
違
は
存
在
し
な
い
、
と
い
う
立
場
を
と
つ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
事
實
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ロ
シ
ア
留
學
生
派
の
革
命
コ
ー
ス
の
基
本
的
性
格
を
究
明
す
る
に
あ
た
つ
て

は
、
李
立
三
コ
ー
ス
と
の
關
係
に
お
い
て
こ
れ
を
検
討
す
る
こ
と
が
有
意
義
で
あ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ

つ
て
、
ロ
シ
ア
留
學
生
派
の
革
命
コ
ー
ス
の
内
容
を
明
ら
か
に
し
、
中
國
共
産
蕪
史
に
お
け
る
そ
の
正
し
い
位
置
づ
け
を
行
い
う
る
ぽ
か
り
で
な

く
、
李
立
三
派
と
ロ
シ
ア
留
學
生
派
と
の
封
立
の
眞
の
意
味
を
理
解
す
る
手
が
か
り
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
周
知
の

よ
う
に
、
こ
の
課
題
を
詳
細
に
研
究
す
る
た
め
の
資
料
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
決
し
て
十
分
で
あ
る
と
は
い
い
難
い
。
と
く
に
そ
れ
は
、
ロ
シ
ア
留

學
生
派
の
場
合
に
つ
い
て
は
な
は
だ
し
い
。
本
稿
は
、
筆
者
の
利
用
し
う
る
乏
し
い
資
料
に
よ
つ
て
、
李
立
三
コ
ー
ス
と
ロ
シ
ア
留
學
生
派
の
革

命
コ
ー
ス
と
の
理
論
的
關
係
を
究
明
し
、
後
者
の
革
命
コ
ー
ス
の
基
本
的
性
格
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
一
つ
の
試
み
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

（（2工
））

ミ
ブ
と
陳
紹
萬
以
下
ロ
シ
ア
留
學
生
派
と
の
關
係
に
つ
い
て
は
、
波
多
野
乾
一
『
現
代
支
那
の
政
治
と
人
物
」
三
五
九
－
六
一
頁
滲
照
。

三
中
全
會
決
議
に
つ
い
て
は
、
波
多
野
乾
一
「
支
那
共
産
蕪
史
」
五
一
四
頁
以
下
参
照
。



（
3
）
　
日
本
外
亭
協
會
編
「
支
那
に
於
け
る
共
産
蓮
動
」
一
五
八
頁
．

（
4
）
鴬
中
央
が
江
西
ソ
ヴ
昌
ト
甚
に
ひ
き
揚
げ
た
時
期
に
つ
い
て
は
、
一
九
三
二
年
秋
説
と
一
九
三
三
年
読
と
の
二
つ
が
あ
る
。
た
と
え
ば
弱
O
び
①
嚇
蔚
9

　
　
乞
O
詳
F
国
5
目
営
富
昌
騎
”
冒
鳥
Q
ザ
甘
2
0
0
0
B
目
彊
β
就
O
固
答
O
評
嶺
㎝
単
マ
O
O
O
　
は
前
者
を
、
胡
喬
木
「
中
國
共
産
蕪
的
三
十
年
」
竃
五
頁
は
後
者
の

　
　
説
を
と
つ
て
い
る
o

（
5
）
　
胡
喬
＊
前
掲
三
五
頁
。

（
6
）
　
2
0
饗
F
O
唱
．
O
詳
●
り
づ
唱
●
①
0
1
q
●

（
？
）
　
国
①
冒
勧
oo
】
β
甘
一
。
◎
慶
O
ザ
笥
9
0
嚇
“
国
り
O
ザ
一
昌
0
ロ
0
0
6
9
B
一
β
‘
冒
げ
一
β
鎚
μ
含
虚
げ
Φ
国
覆
O
O
臨
旨
箇
9
一
〇
駅
ど
づ
・
一
㎝
9

（
8
）
　
こ
の
鮎
に
つ
い
て
、
た
と
え
ば
波
多
野
乾
一
氏
は
、
「
李
立
三
、
ミ
フ
雨
派
の
爵
い
は
、
結
局
勢
働
者
出
身
の
首
領
に
封
す
る
イ
ソ
テ
リ
の
反
抗
」
で
あ
る
と

　
　
蓮
べ
（
波
多
野
乾
一
「
赤
色
支
那
の
究
明
」
五
五
頁
）
、
大
塚
令
三
氏
は
、
「
蕪
内
に
於
け
る
陶
箏
、
政
治
理
論
の
闘
箏
は
、
畢
覚
す
る
に
窯
椹
掌
握
の
闘
争
に

　
　
蹄
藩
す
る
。
ミ
フ
が
領
導
す
る
露
西
亜
留
學
生
の
グ
ル
ー
ブ
は
、
一
般
イ
ソ
テ
リ
ゲ
ソ
チ
ャ
と
等
し
く
極
度
の
進
倒
慾
と
穫
勢
慾
と
を
多
分
に
有
つ
も
の
で
あ

　
　
り
、
プ
舜
レ
タ
リ
ァ
出
身
の
李
立
三
汲
を
打
倒
し
で
こ
れ
に
代
ら
ん
こ
と
を
企
圖
し
、
毎
に
そ
の
機
會
を
覗
っ
て
居
た
の
で
あ
る
」
と
蓮
ぺ
て
い
る
（
大
塚
令

　
　
三
「
支
那
共
産
蕪
史
」
上
巻
一
一
六
頁
）
。

二

李
立
三
コ
U
ス
と
の
闘
係
に
お
い
て
、
ロ
シ
ア
留
學
生
派
の
革
命
コ
ー
ス
を
桧
討
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
順
序
と
し
て
、
李
立
三
コ
ー
ス
の
基

本
的
特
徴
が
明
ら
か
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
李
立
三
コ
ー
ス
の
内
容
を
も
つ
と
も
正
確
に
且
つ
集
中
的
に
表
現
し
た
も
の
は
、
前
述
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

一
九
三
〇
年
六
月
十
一
日
の
中
央
政
治
局
決
議
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
以
前
に
も
詳
細
に
紹
介
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
本
稿
で
は
、
必

要
と
す
る
限
度
に
お
い
て
、
李
立
三
コ
r
ス
の
特
徴
を
指
摘
す
る
こ
と
に
と
ど
め
た
い
。

　
六
月
十
一
日
決
議
は
、
だ
い
た
い
つ
ぎ
の
四
つ
の
部
分
か
ら
な
り
た
つ
て
い
る
と
い
つ
て
差
支
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

　
e
　
世
界
革
命
情
勢
の
昂
揚
と
中
國
革
命
の
地
位
　
　
こ
の
決
議
は
ま
ず
、
世
界
の
革
命
情
勢
が
、
世
界
資
本
主
義
の
一
般
的
危
機
の
第
三
期

を
基
礎
と
し
て
、
全
世
界
的
規
模
に
お
い
て
成
熟
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
の
ち
、
中
國
は
「
帝
國
主
義
の
一
切
の
根
本
的
矛
盾
が
も
つ
と
も

　
　
　
　
李
立
三
コ
！
ス
と
b
シ
ア
留
拳
生
淑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
匠
　
　
　
（
匠
四
欝
》



　
　
　
季
些
言
ー
ス
と
・
シ
ア
留
學
生
派
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
　
（
孟
四
四
）

尖
鋭
的
に
集
中
し
て
い
る
地
顯
」
で
あ
る
か
ら
、
革
命
情
勢
の
世
界
的
規
模
に
お
け
る
岨
律
的
嚢
展
と
と
も
に
急
速
に
革
命
化
し
、
そ
の
爆
襲
に

よ
つ
て
革
命
を
全
世
界
に
波
及
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
ば
か
り
で
な
く
、
さ
ら
に
そ
の
よ
う
な
世
界
革
命
の
嚢
展
に
よ
つ
て
究
極
的
な
中
國
革
命

の
勝
利
も
は
じ
め
て
可
能
と
な
る
旨
を
主
張
し
て
い
る
。

　
⇔
　
中
國
に
お
け
る
革
命
情
勢
の
昂
揚
　
　
つ
い
で
決
議
は
、
こ
の
よ
う
な
根
本
的
危
機
に
た
つ
帝
國
主
義
諸
國
の
影
響
を
う
け
て
、
中
國
の

政
治
経
濟
情
勢
が
極
度
に
悪
化
し
、
大
衆
の
革
命
闘
孚
は
飛
躍
的
に
襲
展
し
、
「
産
業
匠
域
や
政
治
中
心
地
帯
か
ら
一
個
の
偉
大
な
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
闘
孚
が
爆
嚢
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
確
實
に
た
だ
ち
に
革
命
高
潮
ー
1
直
接
革
命
の
情
勢
を
形
成
し
う
る
」
よ
う
な
欣
態
に
あ
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
て
い
る
。
し
た
が
つ
て
、
こ
の
よ
う
な
全
國
的
な
革
命
情
勢
の
高
潮
の
も
と
に
お
い
て
、
革
命
が
一
省
ま
た
は
数
省
の
重
要
省
匿
で
首
先

勝
利
を
獲
得
す
れ
ば
、
そ
れ
は
必
ず
全
國
に
波
及
し
、
全
國
的
革
命
政
櫨
の
樹
立
を
可
能
に
し
、
世
界
革
命
へ
の
原
動
力
と
な
り
う
る
の
で
あ
つ

て
、
一
省
ま
た
は
数
省
に
お
け
る
首
先
勝
利
の
獲
得
は
刻
下
の
急
務
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
ら
ば
、
そ
れ
は
、
い
か
に
し
て
可
能
饗

あ
ろ
う
か
。

　
◎
　
都
市
勢
働
蓮
動
の
重
覗
と
紅
軍
の
任
務
　
　
決
議
は
、
一
省
ま
た
は
敷
省
の
首
先
勝
利
を
決
定
す
る
も
の
が
、
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
階
級
の
億

大
な
闘
孚
で
あ
り
…
…
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
階
級
の
罷
業
の
高
潮
が
な
く
中
心
都
市
の
武
装
暴
動
が
な
く
て
は
、
一
省
或
は
籔
省
の
首
先
勝
利
は
決
し

て
あ
り
え
な
い
」
こ
と
を
指
摘
し
な
が
ら
、
他
方
こ
れ
に
農
民
の
暴
動
・
兵
士
の
暴
動
と
く
に
紅
軍
の
主
要
都
市
に
封
す
る
強
力
な
攻
撃
が
配
合

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
決
議
は
、
都
市
勢
働
蓮
動
が
中
國
革
命
の
勝
利
を
決
定
す
る
基
本
力
量
で
あ
る

と
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
紅
軍
も
ま
た
、
都
市
に
お
け
る
武
装
暴
動
を
成
功
に
み
ち
び
き
、
中
心
都
市
の
奪
取
に
重
要
な
役

割
を
果
す
も
の
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
㈲
　
革
命
の
韓
換
に
關
す
る
急
進
的
見
解
　
　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
一
省
ま
た
は
数
省
の
首
先
勝
利
が
實
現
し
た
と
き
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
が

す
で
に
反
革
命
陣
讐
に
移
行
し
て
い
る
中
國
の
革
命
は
、
「
帝
國
主
義
者
・
買
辮
・
地
主
階
級
に
封
す
る
駿
雫
で
あ
る
と
同
時
に
反
ブ
ル
ジ
ョ
ア



階
級
職
孚
」
に
な
ら
ざ
る
を
え
ず
、
政
治
的
に
み
て
、
、
こ
⑳
張
大
な
反
革
命
的
攻
撃
に
封
抗
す
る
た
め
に
は
、
必
然
的
に
中
央
集
櫨
的
獅
裁
の
政

櫨
を
必
要
と
す
る
」
の
で
あ
つ
て
、
こ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
「
勢
農
濁
裁
か
ら
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
猫
裁
に
進
む
」
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
「
革

命
の
成
功
の
開
始
、
革
命
的
支
配
の
創
造
の
開
始
は
、
間
隔
な
し
に
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
革
命
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
へ
の
部
時
の
韓
化
の
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
V

始
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
が
六
月
十
一
日
決
議
の
要
旨
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
つ
う
じ
て
も
づ
と
も
注
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
e
及
び
⇔
に
み
ら
れ
る
よ

う
に
、
革
命
幡
勢
が
、
世
界
的
に
も
中
國
的
に
も
、
基
本
的
に
は
一
律
に
全
饅
的
規
模
に
お
い
て
成
熟
し
て
お
り
、
局
地
的
な
革
命
の
爆
褒
は
直

ち
に
全
鰻
的
決
戦
に
み
ち
び
か
れ
、
ま
た
そ
の
勝
利
が
局
地
的
な
革
命
の
成
功
を
究
極
的
に
保
護
す
る
、
と
い
う
考
え
方
を
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
見
解
鳳
、
明
ら
か
に
、
レ
ー
昌
ソ
主
義
の
精
髄
で
あ
る
帝
國
主
義
段
階
に
お
け
る
革
命
畿
展
の
不
均
等
性
の
理
論
と
、
根
本
的
に
相
反

す
る
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
帝
國
主
義
段
階
に
お
け
る
革
命
蓮
動
の
基
本
的
特
質
と
し
て
、
そ
の
稜
展
が
不
均
等
に

行
わ
れ
る
か
ぎ
り
、
革
命
は
た
だ
直
線
的
に
上
昇
す
る
だ
け
の
蓮
動
で
あ
り
、
全
盟
的
規
模
に
お
い
て
一
律
に
成
熟
し
、
直
ち
に
全
饅
的
決
戦
に

褒
展
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
O
及
び
⇔
の
問
題
は
、
こ
の
よ
う
な
「
革
命
襲
展
の
不
均
等
性
に

封
す
る
認
識
の
峡
除
」
か
ら
う
ま
れ
た
も
の
と
い
つ
て
も
差
支
え
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
不
均
等
性
の
無
観
は
、
e
及
び
⇔
の
問
題
だ

け
に
か
ぎ
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
㊧
及
び
㈲
の
見
解
も
こ
れ
と
極
め
て
密
接
な
關
係
を
も
つ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
筆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

者
は
別
稿
に
お
い
て
詳
細
に
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
そ
れ
を
繰
返
す
必
要
は
な
い
。
た
だ
こ
の
事
實
を
指
摘
し
て
お
け
ば
そ
れ
で
十

分
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
事
實
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
六
月
十
一
日
決
議
に
み
い
だ
さ
れ
る
李
立
三
コ
ー
ス
の
基
本
的
特
徴
が
、
革
命
蓮
動
襲
展
の
不
均
等

性
に
封
す
る
正
確
な
認
識
の
峡
除
に
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
李
立
三
コ
ー
ス
を
批
到
し
た
コ
ミ
ン
テ
ル
ソ
書
翰
（
一
九
一
三

年
＋
一
月
＋
六
β
驚
）
が
、
「
李
立
三
は
あ
ら
ゆ
る
マ
ル
ク
ス
主
義
者
・
レ
ー
ニ
ソ
主
義
者
に
と
つ
て
義
務
的
な
、
客
観
的
情
勢
の
分
析
か
ら
、
闘
孚

　
　
　
　
李
立
一
テ
ー
ス
と
・
シ
ア
留
學
生
汲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
　
　
（
五
四
匠
）



　
　
　
李
立
三
コ
ー
ス
と
旦
シ
ア
留
學
生
汲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
　
　
　
（
匠
四
六
）

す
る
力
の
相
互
關
係
の
分
析
か
ら
出
襲
せ
ず
…
…
反
マ
ル
ク
ス
主
義
的
、
反
レ
ー
ザ
一
ソ
主
義
的
立
場
を
作
り
出
し
た
…
…
李
立
三
は
、
支
那
に
於

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

け
る
今
日
の
革
命
的
昂
揚
の
最
も
重
要
な
特
殊
性
の
一
つ
、
即
ち
國
内
に
於
け
る
革
命
蓮
動
の
襲
展
の
不
均
衡
を
考
慮
し
な
か
つ
た
」
と
述
べ
て

い
る
の
は
、
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
昌
ソ
主
義
の
立
場
に
た
つ
か
ぎ
り
、
た
し
か
に
正
し
い
批
到
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
李
立
三
コ
ー
ス
の
本
質
的
特
徴
は
、
當
然
中
國
革
命
の
基
本
職
略
、
す
な
わ
ち
革
命
工
作
の
重
勲
を
都
市
と
農
村
の
い
ず
れ
に
お

く
か
と
い
う
革
命
運
動
の
基
本
問
題
に
も
、
重
大
な
關
係
を
も
た
ざ
る
を
え
な
い
。
い
つ
た
い
、
中
國
に
お
け
る
革
命
蓮
動
襲
展
の
不
均
等
性
は
、

帝
國
主
義
を
含
む
反
革
命
勢
力
が
極
め
て
彊
大
で
あ
り
、
そ
れ
は
都
市
を
中
心
に
輩
固
な
支
配
を
確
立
し
て
い
る
こ
と
・
中
國
経
濟
の
嚢
展
が
不

均
等
で
あ
り
農
村
は
都
市
に
依
存
し
て
い
な
い
こ
と
・
中
國
の
土
地
は
廣
大
で
あ
り
農
民
は
強
い
革
命
性
を
有
し
て
い
る
こ
と
・
中
國
の
反
革
命

陣
讐
内
部
に
不
統
一
と
各
種
の
矛
盾
が
存
在
す
る
こ
と
・
農
民
の
闘
争
が
中
國
共
産
裳
の
指
導
下
に
あ
る
こ
と
ー
－
な
ど
の
諸
條
件
を
基
礎
と
し

て
生
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
條
件
の
も
と
に
お
い
て
は
、
中
國
の
革
命
蓮
動
は
長
期
且
つ
困
難
な
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
え
ず
、
そ
の
襲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

展
も
不
均
等
に
お
こ
な
わ
れ
ざ
る
を
え
な
い
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
中
國
の
革
命
蓮
動
は
、
そ
の
長
期
性
と
と
も
に
、
地

域
的
に
不
均
等
に
嚢
展
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
農
民
蓮
動
が
著
し
ぐ
嚢
展
す
る
可
能
性
を
も
ち
、
反
革
命
勢
力
の
強
大
な
都
市
勢
働
蓮
動
が
容
易

に
駿
展
し
え
な
い
と
い
う
特
殊
な
性
格
を
も
つ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
こ
の
よ
5
な
中
國
革
命
叢
展
の
特
殊
性
を
正
し
く
認
識
す
る

か
ぎ
り
異
嚢
奪
の
器
工
作
の
轟
を
「
敵
の
力
勢
綾
的
巽
森
衷
ら
敵
の
窒
の
綾
的
弱
遽
村
に
教
犯
」
こ
と
簿

然
で
あ
り
、
こ
こ
に
い
わ
ゆ
る
農
村
工
作
重
瓢
主
義
が
、
い
“
か
え
れ
ば
農
罠
を
指
導
し
て
土
地
革
命
と
遊
撃
職
孚
を
行
い
、
革
命
根
擦
地
を
建

設
し
、
紅
軍
を
強
化
し
、
武
装
し
た
革
命
的
農
村
を
も
つ
て
都
市
を
包
園
し
、
最
後
に
都
市
を
奪
取
す
る
革
命
方
式
が
、
革
命
畿
展
の
不
均
等
姓

に
甥
す
る
正
確
な
認
識
の
必
然
的
結
果
と
し
て
、
と
り
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
し
た
が
つ
て
、
革
命
工
作
の
重
鮎
を
都
市
に
お
く
都
市
工
作
重
黙
主
義
を
探
用
す
る
こ
と
は
、
明
ら
か
に
中
國
革
命
稜
展
の
不
均
等
性
に
封
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

る
正
確
な
認
識
が
歓
徐
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
こ
の
二
者
は
不
可
分
の
關
係
に
お
い
て
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と



は
、
李
立
三
コ
！
ス
の
場
合
に
お
い
て
も
、
明
白
に
う
か
が
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
李
立
三
が
す
で
に
そ
の
指
導
穫
を
掌
握
し
て
い
た
一
九
ニ
パ

年
十
一
月
の
黛
中
央
通
告
は
、
「
大
衆
中
に
お
け
る
わ
れ
わ
れ
の
活
動
の
主
要
な
鉗
象
は
、
都
市
に
お
け
る
廣
汎
な
大
衆
、
と
く
に
産
業
勢
働
者

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
榮
働
者
の
指
導
な
く
し
て
農
村
に
お
け
る
勝
利
の
見
込
は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
…
…
農
村
に
お
け
る
活
動
は
無
観
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

れ
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
比
較
し
て
い
え
ば
、
都
市
に
お
け
る
活
動
が
よ
り
以
上
に
強
調
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
」
と
主
張
し
、

さ
ら
に
ま
た
一
九
二
九
年
六
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
開
會
さ
れ
た
二
中
全
會
決
議
は
、
「
若
し
も
窯
が
勢
働
者
階
級
中
に
輩
固
な
基
礎
を
有
せ
ず
。

各
企
業
及
び
組
合
蓮
動
中
に
廣
汎
な
勢
働
者
組
織
の
基
礎
を
有
し
な
い
な
ら
ば
、
蕪
は
革
命
に
際
し
て
指
導
的
地
位
を
握
り
得
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

故
に
組
合
蓮
動
、
特
に
鐵
道
海
員
醸
山
等
の
重
要
産
業
勢
働
者
中
に
於
け
る
蓮
動
を
彊
化
す
る
こ
と
は
、
蕪
の
當
面
最
主
要
の
任
務
で
あ
る
」
と

述
べ
、
窯
活
動
の
重
黙
が
都
市
工
作
に
む
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
主
張
し
で
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
見
出
さ
れ
る
都
市
工
作
重
黙

主
義
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
李
立
三
が
、
中
國
革
命
嚢
展
の
不
均
等
性
に
つ
い
て
、
正
し
い
認
識
を
も
つ
て
い
な
か
つ
た
こ
と
か
ら
生
れ
た
も
の

に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
李
立
三
コ
ー
ス
の
基
本
的
特
徴
が
革
命
襲
展
の
不
均
等
性
に
封
す
る
正
確
な
認
識
の
飲
除
に
あ
り
、
そ
れ
が
都
市
工
作
重
監
主

義
と
不
可
分
の
關
係
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
β
シ
ア
留
學
生
派
が
、
中
國
革
命
の
基
本
職
略
に
つ
い
て
、
都
市
工
作
重
黙
主
義
と
農
村
工
作
重
黙
主

義
の
い
ず
れ
を
と
つ
て
い
る
か
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
か
れ
ら
の
革
命
コ
ー
ス
の
基
本
的
性
格
を
、
ま
た
そ
れ
と
李
立
三
コ
f
ス
と
の
關
係
を
明

ら
か
に
す
る
重
要
な
手
が
か
り
に
な
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
つ
ぎ
に
、
こ
の
勲
を
中
心
と
し
て
、
ロ
シ
ア
留
學
生
淑
の
立
場

を
究
明
す
る
こ
と
と
し
よ
う
。

　
（
ユ
）
　
「
法
學
研
究
」
第
二
十
六
巻
第
七
號
拙
稿
「
李
立
三
コ
ー
ス
問
題
の
一
考
察
」
八
ー
一
〇
頁
。

　
（
2
）
　
六
月
十
一
日
中
央
欧
治
局
決
議
に
つ
い
て
は
、
波
多
野
乾
一
「
支
那
共
産
窯
史
」
四
九
〇
頁
以
下
及
び
9
β
吋
豊
国
旨
昌
魯
・
切
Φ
三
”
目
『
m
魯
箋
霞
討

　
　
”
昌
伽
匂
o
げ
昌
国
・
固
”
嘗
冨
5
ぎ
ト
ロ
o
o
ロ
目
o
量
冨
還
国
冨
ε
量
亀
O
す
置
窪
o
O
o
目
日
‘
冒
謎
g
噂
お
紹
嚇
唱
亨
一
〇〇
㌣
曽
る
参
照
。

　
（
3
）
　
「
法
景
研
究
」
前
編
拙
稿
一
一
頁
以
下
o

　
　
　
　
季
立
翼
＝
1
函
と
ロ
シ
ア
智
學
躍
孤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
克
　
　
　
（
五
四
七
V



（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（（98
V）

　
拳
立
三
3
塞
ス
と
7
シ
ア
留
胤
甲
生
派
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
〇
　
　
　
（
五
四
八
）

外
務
省
鯛
査
部
「
植
民
地
民
族
革
命
に
於
け
る
7
ミ
ど
ア
ル
ソ
の
駿
略
及
び
験
術
」
三
一
六
ー
七
頁
9

中
共
中
央
毛
深
東
逡
集
出
版
委
員
倉
「
毛
澤
東
選
集
」
第
二
巻
（
孕
髪
本
）
「
中
國
革
命
和
中
國
共
産
蕪
」
六
二
七
ー
三
〇
頁
。

　
胡
喬
木
「
中
國
共
産
蕪
的
三
十
年
」
二
七
頁
。

　
毛
海
東
の
農
村
工
作
重
顯
主
義
に
封
し
て
、
從
來
の
窯
主
洗
が
な
ぜ
都
市
工
作
重
鮎
主
義
を
探
用
し
て
い
た
か
、
そ
の
根
擁
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ぱ
、

ジ
ァ
研
究
」
第
一
巻
第
三
號
拙
稿
「
武
漠
政
府
時
代
に
お
け
る
中
國
共
産
窯
に
つ
い
て
」
三
四
！
五
頁
滲
照
。

　
舅
①
且
纈
日
甘
一
●
oo
o
ぎ
箋
鱒
碁
押
Q
ザ
嘗
0
3
Q
o
彗
目
島
5
量
B
9
冒
島
酔
ザ
o
国
謎
①
o
楠
鵠
詣
o
蘭
お
軌
P
触
℃
サ
U
堅
O
・

　
波
多
野
前
揚
三
二
〇
頁
。

「
7

鯛
吊

　
ロ
シ
ア
留
學
生
派
の
革
命
コ
ー
ス
の
内
容
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
六
月
十
哺
日
の
中
央
政
治
局
決
議
以
前
に
お
け
る
そ
の
基
本
的
立
場

が
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ぱ
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
は
じ
め
て
、
李
立
三
コ
．
：
ス
に
封
し
て
批
劃
的
立
場
を
と
つ
た
か

れ
ら
の
見
解
を
正
し
く
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
一
般
に
、
・
シ
ア
留
學
生
涙
の
基
本
的
立
場
を
明
ら
か
に
し

た
資
料
は
極
め
て
少
い
の
で
あ
る
が
、
と
く
に
、
六
月
十
一
日
決
議
以
前
の
も
の
は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
と
い
つ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
筆
者

の
知
る
か
ぎ
り
で
は
、
わ
ず
か
に
ロ
シ
ア
留
學
生
派
の
指
導
者
王
明
（
陳
紹
属
）
の
「
武
装
暴
動
」
（
一
九
二
九
年
上
海
で
刊
行
）
と
い
う
小
冊
子
が
あ

る
に
す
ぎ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
筆
者
は
、
こ
ん
に
ち
ま
で
こ
の
書
物
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
の
で
、
ひ
と
ま
ず
ベ
ソ
ジ

ざ
、
・
ソ
・
シ
ュ
ワ
r
ツ
氏
に
よ
つ
て
、
本
書
の
要
黙
を
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
す
な
わ
ち
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
陳
紹
萬
は
、
中
國
革
命
に
お
け
る
「
都
市
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
馨
ト
と
農
村
パ
ル
チ
ザ
ソ
蓮
動
と
の
關
係
」
に
つ
い
て
、

「
パ
ル
チ
ザ
ン
職
孚
は
、
工
業
的
基
礎
を
も
つ
た
武
装
蜂
起
と
結
び
つ
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
…
…
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
型
の
職
い
（
ゲ
リ
ラ
職
）

を
階
級
闘
孚
の
最
高
の
形
態
ー
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
；
ト
の
武
髪
蜂
起
と
密
接
に
結
び
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
主
張
し
、
さ
ら
に
つ
づ
い
て
、



「
大
衆
を
武
装
す
る
と
い
う
わ
れ
わ
れ
の
任
務
を
實
行
す
る
に
あ
た
つ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
産
業
都
市
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
に
最
大
の
注
意
を
は

ら
い
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
武
装
蜂
起
を
農
村
の
パ
ル
チ
ザ
ソ
戦
雫
の
軍
な
る
反
映
に
す
ぎ
な
い
と
か
、
輩
な
る
補
足
手
段
に
す
ぎ
な
い
と
か
、

絶
封
に
考
え
て
は
な
ら
な
い
。
箪
命
の
組
織
的
中
心
を
形
成
し
う
る
の
は
工
業
都
市
だ
け
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
の
蜂
起
に
お
い
て
指
導
的
力
量
と

な
り
う
る
の
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
だ
け
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
は
す
べ
て
、
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
の
暴
動
の
職

略
を
ま
つ
た
く
理
解
し
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
」
と
述
ぺ
、
紅
軍
の
果
す
べ
き
役
割
に
つ
い
て
も
、
「
そ
の
主
要
な
任
務
の
一
つ
は
都
市
を
占
領

し
、
都
市
の
革
命
勢
力
と
結
合
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と
主
張
し
て
い
た
、
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
か
れ
は
、
こ
れ
以
外
に
も
、
李
立
三
コ
ー
ス
聞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ポ
ル
シ
ヱ
ヴ
イ
ク

題
の
起
る
直
前
の
一
九
三
〇
年
五
月
、
窯
の
槻
關
誌
「
布
爾
塞
維
克
」
に
「
目
前
軍
閥
職
雫
與
黛
的
任
務
」
と
題
す
る
一
論
文
を
襲
表
し
、
「
ソ
ヴ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

呂
ト
政
府
の
樹
立
は
、
疑
い
も
な
く
武
漢
の
占
領
を
も
つ
て
は
じ
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
も
し
こ
の
救
述
が
正
確
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
陳
紹
禺
が
、
し
た
が
つ
て
ロ
シ
ア
留
學
生
派
が
、
六
月
十
一
日
決
議
以
前
に
お
い
て
、
少
ぐ

と
も
都
市
工
作
重
顯
主
義
の
立
場
を
と
つ
て
い
た
こ
と
は
否
定
し
え
な
い
事
實
で
あ
り
、
そ
の
墓
本
的
立
場
は
、
「
李
立
三
の
行
動
を
指
導
し
た
昆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
　
　
　
　
　
　
・

解
と
、
あ
つ
た
に
し
て
も
ほ
と
ん
ど
相
遽
す
る
と
こ
ろ
渉
な
い
」
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、

紅
軍
に
課
せ
ら
れ
た
任
務
及
び
中
心
都
市
の
帥
時
占
領
を
目
指
し
て
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
も
明
白
に
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
ら
ば
、
六
月
十
一
日
決
議
以
後
に
お
け
る
冒
シ
ア
留
學
生
派
の
立
場
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
周
知
の
よ
う
に
、
ロ
シ
ア
留
學
生
派
の
立
場
か
ら
李
立
三
コ
ー
ス
を
徹
底
的
に
批
判
し
た
も
つ
と
も
重
要
な
文
献
は
、
一
九
三
一
年
一
月
の
四

中
全
會
決
議
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
こ
の
決
議
に
示
さ
れ
た
新
し
い
革
命
方
針
は
、
冒
シ
ア
留
學
生
派
が
李
立
三
コ
聖
ス
の
批
剣
の
う
え
に
探

捧
し
た
か
れ
ら
の
革
命
コ
ー
ス
の
特
徴
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
槍
討
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
ロ
シ
ア
留
學
生
派
の
立
場
も
一
慮
明
ら
か
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

な
つ
て
く
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
決
議
は
、
ま
ず
、
李
立
三
コ
：
ス
に
關
蓮
し
て
、
「
我
我
が
、
些
か
も
輩
固
な
る
後
防
を

有
た
ず
、
何
等
必
要
な
る
準
傭
作
業
を
進
行
せ
し
め
て
ゐ
な
い
時
に
嘗
り
、
ま
た
我
我
が
充
分
な
る
カ
と
大
衆
的
支
持
を
持
た
ぬ
時
期
に
於
て
、

　
　
　
李
立
三
コ
翼
ス
と
ロ
シ
ア
留
學
生
滅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
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（
五
四
九
）



　
　
　
李
立
三
コ
ー
ス
と
・
シ
ア
留
學
生
減
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
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（
五
五
〇
）

姻
早
な
る
胃
瞼
的
指
令
を
固
執
し
て
大
都
市
を
奪
取
し
た
。
長
沙
の
失
敗
も
、
す
べ
て
か
か
る
錯
誤
に
因
る
も
の
で
あ
る
…
…
李
立
三
の
指
導
は
、

完
全
に
、
輩
固
な
る
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
根
擦
地
を
建
立
す
べ
き
緊
急
任
務
を
輕
覗
し
、
強
力
な
る
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
政
穫
樹
立
の
任
務
を
閑
却
し
、
且
つ
遊

撃
戦
争
を
取
浩
す
指
令
を
襲
し
、
と
れ
ら
は
既
に
過
去
の
段
階
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
承
認
し
て
ゐ
る
。
斯
く
し
て
反
革
命
軍
閥
が
ソ
ヴ
ィ
エ
ト

匹
域
を
攻
撃
し
つ
つ
あ
る
條
件
の
下
に
於
て
、
我
等
の
陣
螢
は
著
し
く
薄
弱
と
な
つ
た
。
こ
れ
ら
の
一
切
は
、
亦
赤
衛
軍
が
今
重
大
な
る
失
敗
を

蒙
り
つ
つ
あ
る
、
主
要
な
る
原
因
で
あ
る
」
と
述
ぺ
、
李
立
三
コ
ー
ス
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
よ
う
な
李
立
三
コ
ー
ス
の
誤

謬
は
、
「
個
別
的
、
偶
然
的
な
錯
誤
で
は
な
く
、
最
も
基
礎
的
な
誤
れ
る
多
く
の
見
解
に
出
嚢
し
た
艘
系
を
有
つ
、
一
貫
せ
る
反
レ
：
昌
ソ
主
義
の

系
統
で
あ
り
…
…
李
立
三
の
方
針
は
革
命
昂
揚
の
一
般
的
基
礎
の
上
に
立
つ
て
世
界
革
命
壷
展
の
不
李
衡
を
否
認
し
た
」
も
の
で
あ
り
、
「
中
國
國

内
の
革
命
嚢
展
の
不
牢
衡
を
否
認
し
、
中
國
の
政
治
的
－
経
濟
的
特
殊
性
を
理
解
し
得
な
か
つ
た
」
も
の
で
あ
る
と
断
定
し
、
李
立
三
コ
ー
ス

の
誤
謬
の
基
本
的
原
因
を
こ
こ
に
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
四
中
全
會
決
議
は
、
李
立
三
コ
ー
ス
の
誤
謬
の
基
本
的
原
因
が
、
革

命
焚
展
の
不
均
等
性
に
封
す
る
無
理
解
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
な
ら
ば
、
ロ
シ
ア
留
學
生
派
は
、
こ
の
決
議
に
お
い

て
、
革
命
嚢
展
の
不
均
等
性
に
封
す
る
正
確
な
徹
底
し
た
認
識
か
ら
當
然
に
生
ず
べ
き
農
村
工
作
重
黙
主
義
の
立
場
を
と
つ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
こ
れ
が
つ
ぎ
に
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
間
題
で
あ
る
。

　
こ
の
間
題
に
つ
い
て
、
ま
ず
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
決
議
が
、
「
理
論
上
及
び
實
際
上
に
於
て
、
完
全
に
李
立
三
の
方
針
及
び
李
立

三
の
方
針
に
封
す
る
調
和
的
態
度
を
克
服
す
る
四
中
全
會
は
、
こ
の
任
務
を
執
行
す
る
た
め
に
は
、
必
ず
實
践
上
に
於
て
コ
ミ
ソ
テ
ル
ソ
の
一
切

の
指
示
を
執
行
」
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
を
指
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
い
う
コ
ミ
ソ
テ
ル
ソ
の
指
示
と
は
．
い
う
ま
で
も
な
く
一

九
三
〇
年
十
一
月
十
六
日
の
コ
ミ
ソ
テ
ル
ソ
書
翰
に
示
さ
れ
た
も
の
を
指
す
の
で
あ
つ
て
、
そ
れ
は
中
國
共
産
蕪
に
封
し
て
、
「
O
眞
正
の
勢
農
紅

軍
の
即
時
結
成
、
⇔
共
産
主
義
者
が
多
数
を
占
め
、
最
も
優
秀
な
非
蕪
員
勢
働
者
、
農
民
及
び
紅
軍
兵
士
を
吸
引
し
た
翠
固
な
活
動
能
力
を
有
す

る
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
政
府
の
部
時
建
設
、
倒
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
雇
に
お
い
て
は
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
ズ
ム
の
も
と
に
大
衆
を
組
織
し
、
非
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
匝
に
お
い
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て
は
経
濟
的
及
び
政
滑
的
大
衆
闘
雫
を
展
開
し
、
こ
の
よ
う
な
闘
孚
の
展
開
過
程
に
お
い
て
大
衆
を
組
織
す
る
こ
と
」
を
要
求
し
て
い
た
の
で
あ

る
。
し
た
が
つ
て
、
四
中
全
會
決
議
は
、
こ
れ
ら
の
要
求
を
實
行
す
る
こ
ど
を
指
示
し
た
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
の

内
容
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
決
議
が
、
ソ
ヴ
ェ
ト
の
建
設
を
中
心
と
す
る
農
村
工
作
に
從
來
よ
り
以
上
の
注
意
を
は
ら
つ
て
い
る
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
前
述
し
た
こ
の
決
議
の
李
立
三
コ
聖
ス
批
到
の
内
容
が
ら
も
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
、

ロ
シ
ア
留
學
生
派
が
こ
の
と
き
に
な
つ
て
都
市
工
作
重
黙
主
義
を
放
棄
し
、
農
村
工
作
重
勲
主
義
を
探
用
し
た
こ
と
を
意
昧
す
る
も
の
と
は
思
わ

れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ぱ
、
決
議
は
、
共
産
窯
の
主
要
任
務
と
し
て
、
「
す
で
に
破
損
せ
る
窯
及
び
青
年
團
の
組
織
を
恢
復
し
、
大
衆
團
鰹
の
工
作
を

改
善
す
る
に
は
、
先
ず
第
一
に
、
螢
働
組
合
特
に
工
場
中
の
工
作
に
注
意
し
、
支
部
の
行
動
を
電
固
に
し
、
且
有
力
に
す
べ
き
で
あ
る
。
…
…
新

し
い
幹
部
の
引
入
れ
は
先
ず
第
一
に
勢
働
者
の
積
極
的
分
子
を
以
て
し
」
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
こ
と
を
彊
調
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
周
知
の
よ

う
に
、
マ
ル
ク
ス
・
レ
！
ニ
ソ
主
義
に
よ
れ
ば
、
中
國
共
産
蕪
は
、
中
國
革
命
を
究
極
的
に
指
導
す
る
唯
網
の
革
命
組
織
で
あ
り
、
農
業
革
命
を

含
め
て
中
國
革
命
を
勝
利
に
み
ち
び
く
不
可
訣
の
基
礎
的
存
在
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
共
産
窯
の
強
化
襲
展
は
、
中
國
革
命
の
嚢
展
に
第
一
義

的
重
要
性
を
も
つ
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
四
中
全
會
決
議
が
、
こ
の
よ
う
な
共
産
窯
組
織
の
同
復
の
基
盤
を
決
定
的
に
都

市
勢
働
蓮
動
に
も
と
め
て
い
る
こ
と
は
、
革
命
の
勝
利
の
前
提
を
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
ヘ
ゲ
モ
一
一
ー
に
も
と
め
、
都
市
勢
働
蓮
動
こ
そ
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
ー
ト
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
保
謹
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
農
民
蓮
動
の
重
要
性
を
認
め
な
が
ら
も
、
都
市
勢
働
蓮
動
の
護
展
に
革
命
工
作

の
重
黙
を
お
い
て
い
た
こ
れ
ま
で
の
蕪
主
流
の
見
解
が
依
然
と
し
て
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が

つ
て
、
こ
の
決
議
に
み
い
だ
さ
れ
る
農
村
工
作
の
重
覗
は
、
農
村
工
作
重
黙
主
義
を
探
用
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
都
市
工
作
重

鮎
主
義
は
な
お
放
棄
さ
れ
て
は
い
な
か
つ
た
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
さ
に
、
ベ
ソ
ジ
ャ
ミ
ソ
・
シ
ュ
ワ
ー
ッ
氏
の
い

う
よ
5
に
、
「
要
す
る
に
、
冒
シ
ア
留
學
生
派
は
、
農
民
へ
の
集
中
・
農
村
根
擦
地
の
建
設
・
ま
つ
た
く
軍
事
的
な
目
的
と
宣
傅
及
び
教
育
の
た
め
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に
用
い
ら
れ
る
農
民
に
基
礎
を
お
い
た
共
産
軍
の
建
設
、
と
い
う
毛
澤
東
職
略
の
長
期
的
な
効
果
に
は
信
頼
を
お
い
て
い
な
か
つ
た
」
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
李
立
三
コ
ー
ス
と
・
シ
ア
留
學
生
派
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
　
　
　
（
五
五
一
）



　
　
　
李
立
一
一
言
警
ス
と
ロ
シ
ア
留
學
生
派
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
　
　
　
（
匠
冗
二
）

　
か
く
て
、
ロ
シ
ア
留
學
生
派
が
、
依
然
と
し
て
都
市
工
作
重
黙
主
義
の
立
場
を
と
つ
で
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
前
述
し

た
よ
う
に
、
か
れ
ら
が
中
國
革
命
の
も
つ
と
も
基
本
的
な
問
題
で
あ
る
革
命
嚢
展
の
不
均
等
性
に
鍬
し
て
正
し
い
徹
底
し
た
認
識
を
も
つ
て
い
な

か
つ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
つ
て
、
ロ
シ
ア
留
學
生
派
の
革
命
コ
！
ス
は
、
六
月
十
一
日
決
議
の
前

後
を
つ
う
じ
て
、
一
貫
し
た
同
一
の
内
容
を
も
つ
も
の
で
あ
り
、
四
中
全
會
決
議
に
、
「
我
我
が
充
分
な
る
カ
と
大
衆
的
支
持
を
持
た
滋
時
期
に

於
て
、
過
早
な
る
胃
瞼
的
指
令
を
固
執
し
て
大
都
市
を
奪
取
し
た
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
革
命
情
勢
の
嚢
展
の
賓
態
に
封
す

る
評
債
に
お
い
て
は
、
李
立
三
と
相
違
す
る
に
し
て
も
、
革
命
コ
ー
ス
の
基
本
的
立
場
に
お
い
て
は
、
重
大
な
相
蓮
は
存
在
し
な
か
つ
た
と
い
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
中
國
共
産
蕪
第
六
期
七
中
全
會
通
過
（
一
九
四
五
年
四
月
二
＋
日
）
の
「
闘
於
若
干
歴
史
問
題
的
決
議
」
は
、
こ
の
問
題
に
闘
蓮
し
て
、
「
當
時

稜
表
さ
れ
た
同
志
陳
紹
禺
の
”
二
つ
の
コ
ー
ス
”
す
な
わ
ち
”
中
共
を
さ
ら
に
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
化
す
る
た
め
の
闘
雫
μ
と
い
う
小
冊
子
の
な
か

で
、
實
際
に
、
李
立
三
コ
ー
ス
及
び
そ
の
他
の
左
傾
思
想
・
左
傾
政
策
を
、
新
し
い
形
態
の
も
と
で
機
績
し
、
復
活
さ
せ
、
あ
る
い
は
畿
展
さ
せ
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6
）

よ
う
と
す
る
新
し
い
政
治
綱
領
が
提
起
さ
れ
た
の
で
あ
る
」
と
蓮
べ
、
一
九
三
一
年
一
月
か
ら
三
五
年
一
月
に
い
た
る
ロ
シ
ア
留
學
生
派
の
革
命
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コ
ー
ス
の
具
饅
的
護
展
過
程
を
詳
細
に
分
析
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
事
實
は
、
い
ず
れ
も
、
冒
シ
ア
留
學
生
派
の
立
場
が
、
本
質
的
に
は
李
立

三
コ
ー
ス
と
大
差
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

（（（（（（65432ユ））））））
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三
頁
及
ぴ
波
多
野
前
掲
五
四
三
ー
四
頁
。

切
Φ
且
m
影
ぎ
回
・
oo
身
笥
臼
尋
却
、
．
O
昌
些
o
O
弓
軽
5
毘
凶
昌
o
臨
崔
騨
o
弓
堕
①
占
鐸
昌
寧
国
自
9
讐
勘
ゑ
豊
遽
”
＜
〇
一
・
認
り
客
9
討
O
無
・
お
毅
噸
ヤ
ざ
、

中
共
中
央
毛
澤
東
選
集
出
版
委
員
曾
「
毛
澤
東
選
集
』
第
三
巷
（
耶
装
本
）
「
欄
於
若
干
歴
史
問
題
的
淡
議
』
九
八
五
頁
。



（
7
）
　
前
播
毛
灘
東
逡
集
九
八
置
修
九
一
貰
。

四

　
以
上
に
お
い
て
筆
者
は
、
革
命
戦
略
に
お
け
る
李
立
三
訟
！
ス
の
特
質
が
、
い
わ
ゆ
る
都
市
工
作
重
黙
主
義
に
あ
り
、
そ
れ
は
、
中
田
革
命
褒

展
の
特
殊
性
と
く
に
そ
の
不
均
等
性
に
封
す
る
無
理
解
に
深
い
關
係
を
も
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
瞬
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
ロ
シ
ア
留
贔
生
瀕

の
立
場
も
、
基
本
的
に
は
李
立
三
コ
ー
ス
と
ほ
と
ん
ど
相
違
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
し
た
が
つ
て
、
本
質
的
な
革
命
理
論
に
麗

す
る
か
ぎ
り
、
李
立
三
派
と
ロ
シ
ア
留
學
生
派
と
の
間
に
は
、
爾
者
を
決
定
的
な
封
立
に
み
ち
び
く
べ
き
基
本
的
な
原
因
は
存
在
し
な
い
と
い
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
つ
と
も
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
革
命
情
勢
の
褒
展
の
費
態
に
つ
い
て
、
爾
者
の
間
に
は
評
償
の
相
違
が
存
在
し
て
い
る

け
れ
ど
も
、
こ
の
ご
と
は
、
爾
派
の
革
命
理
論
の
本
質
的
同
一
性
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
も
し
こ
の
よ
う
に
理
解
す
る
こ
と
が

正
し
い
と
す
れ
ぱ
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
李
立
三
派
と
ロ
シ
ア
留
學
生
派
と
の
封
立
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
5
か
。
も
ち
ろ

ん
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
な
お
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
黙
も
少
く
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
筆
者
が
本
稿
の
序
論
に
お
い
て
書
及
し

た
い
わ
ゆ
る
権
力
闘
孚
詮
に
、
敲
上
の
意
味
に
お
い
て
、
一
つ
の
有
力
な
根
擦
が
あ
る
こ
と
は
否
定
し
え
な
い
よ
う
に
恩
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

李
立
蕊
認
警
ス
と
ロ
シ
ア
留
學
生
汲

雨
宏

（
五
峯
昌
）


